
スモールビジネスを支援し、
リトル東京の繁栄を守る

darin maki

OWNER OF CRFT BY MAKI

ダリン・マキのルーツは、リト
ル東京に深く根付いていま
す。彼の曾祖母が１街とサン
ペドロ　通りにレストランを
経営しており、彼の祖母は有
名なウメヤライスケーキで働
き、現在ダリンのCRFT by 
Makiの店はリトル東京の歴
史的な１街に新規開店しま
した。

ダリンは、日本に感化を受
けたオンライン衣類ブランド

「CRFT by Maki」を立ち
上げたころ、ちょうどLTSCの
スモールビジネス・カウンセ
ラーであるマリコ・ロックリッ
ジと出会いました。ダリンの
背景とブランドの強さに感
銘を受けたマリコ・ロックリ
ッジは、LTSCの起業家プロ
グラムに申請するよう勧めま
した。

プログラムに入れた5人のう
ちの1人として、ダリンはロー
ンの組み方から広報活動に
わたるまでの24の一対一ビ
ジネスカウンセリングと15の
ワークショップを終了しまし
た。4日間のポップアップの小
売り経験と650人以上の人
がダリンの仮店舗を訪れたこ
とでプログラムは最高潮に達
しました。

ポップアップの成功を受けダ
リンは、以前341 FSNとし
て知られていたLTSC所有
のレンガとモルタルの店舗
にCRFT by Makiを出店で
きることになりました。「マリ
コとLTSCに感謝しきれませ
ん。店がずっと続き、リトル東
京と日本文化にもっと興味
を持たせる火花になってほし
い」とダリンは語りました。

LTSCはダリンのようなビジ
ネスオーナーと一緒に働くこ
とに誇りを持っています。起
業家のベネフィットのみなら
ず、リトル東京は地元所有の
ビジネスの数を増やし、力強
く経済的に健康なコミュニテ
ィを作るお手伝いをしながら
進歩していくでしょう。
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Darin Maki celebrates the 
grand opening of CRFT 

by Maki with community 
members and supporters.



文化背景を理解した思いや
りで支援

LTSCのソーシャルワーカー
は毎年、何千もの方々を支援
し、それぞれが危機から立ち
直るお手伝いをしています。
昨年、賃貸していた家が火事
で燃えてしまい、家主の居所
もわからず途方にくれている
高齢女性がLTSCを訪れるこ
とがありました。

この女性がホームレスになる
のは、実はこれが初めてでは
ありませんでした。第二次世
界大戦時、子供だったこの女

性は空爆で家を失い、家族と
共に路上生活を余儀なくさ
れたのです。当時、両親は彼
女に強く生きるよう訴え、助
けを求めることは弱さの印だ
と教えました。幼児期のこの
体験から、路上で生活を送り
ながら自分自身で何とかする
しかないと思っていました。
路上での生活を始めて数日
が過ぎたある日、以前にシニ
アグループで出会った友人の

「助けが必要な時はLTSCに
連絡するといいよ」との言葉
を思い出し、連絡をしました。
この女性の話を聞いたLTSC
のソーシャルワーカーは、助
けを求めることは恥ずかしい
ことではないと彼女に伝えま
した。女性は、その言葉を聞
き安堵感から大粒の涙を流
しました。

彼女を路上生活から救うた
め、LTSCは敬老のクライア
ント支援基金を使い、２日間
分のホテル費用を支払いま
した。LTSCのソーシャルワー
カーは一緒に歩いてホテル
まで女性を連れて行き、今後
定住できる安全な住居を探
すために女性に友人や知り
合いにも連絡を取るよう勧め
ました。

多くの高齢者は支援ネットワ
ークを持っておらず、社会福
祉の複雑なシステムを駆使で
きる方法を持ち合わせていま
せん。LTSCは、それぞれのク
ライアントに合わせ、総合的
なケアを提供することで、支
援を最も必要としている方々
を支え、危機から立ち直るお
手伝いをしています。 
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LTSC social workers provide 
an array of services to help 

those in need.

LTSC SOCIAL WORKERS



成功のための道具を生徒たちに

低所得の家庭で育った有
色人種の子供は、大学への
道で強い逆風に直面しま
す。LTSCのレジデントサービ
スのスタッフ、ナンシー・アル
カラズとギルダ・ヘルナンデ
スはこれら課題を熟知してお
り、LTSCのユースグループと
共に10代の若者が人生で正
しい道に進めるよう支援して
います。ナンシーは、「このグ
ループができたのは、彼らが
仲間たちと自分たちのスペー
スを持ちたい、学校で提供さ
れていない個別化したサポー
トを受けたいという気持ちか
らでした」と説明しました。
ユースグループは、LTSCが
所有する低所得者住宅に住
んでいる高校生のケイトン・
スコットや、コミュニティに住
むジョセリン・アレナスのよう
な若者たちで構成されていま
す。ジョセリンは友人とクラス
メートのケイトンの勧めで参
加しまたした。クラスメートの
ケイトンはジョセリンに、（同
プログラムに参加すれば）講
師や良き相談相手などに出
会い、宿題のサポートが受け
られると説明しました。

LTSCのことをよく知らないジ
ョセリンの両親は、当初娘の
参加に躊躇しました。ナンシ
ーとギルダはジョセリンの両
親と会う時間を作り、10代の
子供たちにサポートを提供し
ていることを説明しました。ジ
ョセリンがユースグループに
参加しているうちに、彼女の
両親は彼女の性格、学業や自
信に前向きな変化を見るよう
になりました。
2019年にユースグループは
州外のリーダーシッププログ
ラムに参加、コミュニティのプ
ロジェクトを展開し、3日間の
大学予習ワークショップに参
加しました。「ワークショップ
は入学のプロセスやどのよう
に学生援助を申請するかを
教えてくれました。私は支援
が必要だったので本当にうれ
しかった」とジョセリンは述べ
ています。
適切な手段と勤勉な学業の
お蔭で、ジョセリンは高校を
卒業し、ロサンゼルスにある
州立大学で心理学のプログ
ラムに合格しました。彼女を
はじめ、9人のユースグループ
の仲間も皆がそれぞれ大学

生となり、皆、家庭内で大学
進学を果たした１世となりま
した。
大学に進学後もジョセリンは
ユースグループに参加し、次
世代の子供達の指導者と活
躍しています。ジョセリンは、

「LTSCのユースグループと
引き続き関わりが持て、幸せ
です。さまざまなグループ活
動から支援まで、ユースグル
ープは私にとって大きな支え
となりました。なので、私も恩
返しがしたいです」と話してく
れました。
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Joselyn Arenas leads the LTSC 
Youth Group in developing a 
community clean-up project.

joselyn arenas

CSULA CLASS OF 2023



DV被害者が健康で、自立した生活
を送れるための支援を提供

LTSCが運営するドメスティ
ックバイオレンスの被害者の
ためのトランジショナルシェ
ルター「コスモス」に入居した
かなこさん（仮名）は、人生の
再出発を心に誓いました。か
なこさんは 「彼に無能だと怒
鳴られ、子供を取り上げると
脅され、床に押し付けられる
たび、仕方がないことなんだ
と無力感を感じました・・・。
当時は、自分がドメスティック
バイオレンスの被害者である
という認識はありませんでし
た」とLTSCのソーシャルワー
カーに話しました。

日本で生まれ育ったかなこ
さんは、渡米後ジョシュ（仮
名）と結婚し、後に２人の子
供を授かります。仕事が長続
きしない夫の性格から、経済
的に厳しい日々が続き、一家
はホームレスシェルターでの
生活を余儀なくされました。
次第にジョシュはシェルター
に戻ってこなくなり、かなこさ
んは2人の子供を抱えシェル
ターに取り残されてしまいま
した。

住宅状況の情報を得るた
め、かなこさんはリトル東
京サービスセンターに連絡
し、LTSCはコスモスへの入
居申請を手伝いました。そこ
でカウンセリングや教育目的
のワークショップを受け、子
供たちとともに心の傷を癒し
始めました。

かなこさんは過去を振り返り、
「カウンセラーやソーシャル
ワーカーのお陰で、セルフケア

（自身を大切にすること）の
大切さを今は理解できるよう
になりました。また、困った時
に助けを求めることの大切さ
も学びました」と話してくれま
した。
コスモスでは、居住者の現
状のみならず、長期にわたる
心身の健康のケアも行って
います。かなこさんは、これら
LTSCが提供するワークショ
ップやプログラムを活用し、ア
パートを見つけ、仕事も手に
入れました。

LTSCは、かなこさんと2人
の子供たちに健康で、自立し

た、暴力のない生活を築ける
支援を提供し、かなこさんは
夢だったさらなる上の教育を
受けることができました。大
学の願書を手にした際、かな
こさんは初めて自分の住所を
記入しました。普通に行われ
ている簡単なことですが、か
なこさんにとっては大きな誇
りなのです。

＊個人名はプライバシーの
保護から仮名を使っていま
す。 
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Volunteers lead a trauma-
informed, therapeutic art 

activity for children living at 
Kosumosu.

marsha watanabe

LONG-TIME KOSUMOSU 
VOLUNTEER


